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転入者アンケート 自由記述回答集 

本資料は、区・自治会活動に関するアンケート（転入者アンケート）に寄せられた自由記述回

答を精査し、テーマ別に整理したものです。個人および地区が特定されないよう、回答の趣旨

を損なわない範囲で、固有名詞、属性、時期、金額その他の識別につながる情報を削除または

一般化しています。 

1. 運営の効率化および負担軽減策に関するご提案 
設問：区・自治会に参加しやすくするための工夫や、運営を「簡単に・楽にする」こと、役員

や加入世帯の負担を減らすためのアイデアがあれば教えてください。（自由記述） 

デジタル化・ICT 活用の推進 

 役員の負担を増やさず、行政・事業者・自治会が三位一体で取り組むべき「運営の省力化

と仕組みづくり」を提案します。 

1. 行政・不動産業者と連携した「転入時ワンストップ」の加入促進不動産業者や管理事

務所へ村から「公民協働の村づくり」の主旨を正しく周知し、転入手続きや契約時に、村

公式の自治会案内・ルールブックを必ず手渡す仕組み（窓口一元化）を構築していただけ

ると良いと思います。 

自治会の組織図や年間行事を「1 枚で視覚的に理解できる」スターター向けの簡易資料を

村と自治会で共同作成し、新住民への情報不透明感を解消します。 

2. 防災目的における「情報共有ルール」の策定個人情報保護とのバランスを図りつつ、

災害時の安否確認・避難支援に用途を限定した「地域防災名簿（定住・二拠点等の区分を

含む）」の作成・共有ルールを、村主導のガイドラインとして策定してください。 

3. デジタルツール（DX）の導入による役員の負担軽減回覧板・出欠確認のデジタル化：

自治会アプリや LINE 公式アカウント等の導入により、紙の印刷・配布・集計や夜間の戸

別訪問をなくし、役員の業務を大幅に削減します。 

遠隔地からの参加支援: 離れた場所にいる二拠点・別荘居住者へもリアルタイムに防災・

地域情報を届け、孤立を防ぎます。 

また、役員会や会議にオンライン（Zoom 等）を併用することで、冬期の移動リスク軽減

や、二拠点居住者の役員就任のハードルを下げます。 

4. 業務の細分化（モジュール化）による「1人 1 役」制度への移行特定の役員にすべての

負担が集中する体制を改め、「草刈りの日だけリーダー」「防災訓練の受付担当」など、

業務を細分化して単発・スポットで関われる仕組み（1人 1 役）へ移行します。これによ

り全体の運営を「軽く」し、参加への心理的ハードルを下げます。 

 

 AI や ICT の活用。紙媒体を極力少なくする。 

 

 現状で参加はしやすいと思います。 

運営についてはデジタル化と情報共有を積極的に行っていければ良いのではと思います。 
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 加入方法が区長さんに直接連絡を取って行う方法しかないので、LoGo フォーム等オンライ

ンを利用した加入方法もあれば良いと思います。 

また区長さんに直接連絡だと個人情報が漏れてしまう可能性がある(転入の際に貰った区

長さんの連絡先の紙を紛失してしまうなど) 

 

 メールや LINE 等の連絡手段の多様化とクラウドやホームページなどによる情報共有の充

実。ただし、高齢者等、情報弱者に対する近隣住民のサポート体制も並行して強化が必

要。 

 

 若い人に参加してもらうことを考えるとデジタル化は必須、活動報告もデジタル化して見

える化が必要かと思います。 

上記でも書きましたが、OB、OG が余計な口出しをしないこと、以前からの慣例だからとい

う理由で決定を覆すとか反対をするようなことをしないあと、加入費、年会費の大幅引き

下げと資金流用の明確化、支払ったお金が何に使われているか分からないとか、今では無

いかもしれないですが集まりでの飲み会とかに使われているとかになると費用を支払いた

くなくなる 

 

 資料は事前共有し、意見や質問は事前に集め会議や議論内容も事前回答し集まる時も採決

のみにして時間を少なくする。または、メール等で採決可能にする。 

わざわざ集まり資料の共有は要らないと思います。 

また、自治会の事務などは専門的な人間（村の職員など）がやらないと時間がかかり過ぎ

て負担になると思います。 

職員などに質問もチャットなどレスポンスの早いツールを使えばいいと思います。 

わざわざ役場まで行くのは負担です。集金や回覧も人が配ったり回収するのは大変です。 

古くからの習慣が多いのでそれを無くすだけで、負担はかなり減ると思います。 

 

村で、各区や自治会で使える共通プラットフォームの提供。 

ホームページ、一斉連絡アプリ、など。 

 

 引っ越して間もないときに役員さんが自宅の玄関先で簡単に説明してくださいましたが、

まだ地域のことがよく分かっておらず、任意加入とのことだったのでその時は断ってしま

いました。その後自治会に少し興味を持ったのですが、一度断ってしまったので、その後

の加入方法や、会の詳しい情報の入手方法がわかりません。 

自治会の内容を村の公式 LINE などで発信してもらえればもっと身近に感じることができ

ると思います。 

 

 運営を楽にする、効率化についてですが、例えば会議をオンライン化する。 

Zoom を使って設定さえすれば、話した内容を AI が要約してくれて大切なことだけピック

アップされるので、要点がわかりやすく共有がしやすいです。 

また同じ場所に集まるというのも、子育て世代の核家族からするとどちらかがワンオペで

見ていないといけない負担があるので、なるべく家で完結するならその方が有難いです。 

また、更に会議自体を最小限にする方向性もアリかなとも思います。 
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その場合、例えば資料はオンライン上で配布し、また多数決を取る事柄に関してもオンラ

イン上で予め取っておけば、会議では最終決定事項の伝達だけでほぼほぼ済むので、会議

時間の縮小になるかなと思います。 

区や自治会に参加しやすくする工夫についてですが、自治会に入る際『どこまで負担が増

えるのか』がわからない不安から、入ることを躊躇うこともあるかと思います。 

入る際に「役員がやることは(1 年目は)これとこれだけ」と分かっていればより入りやす

くなると思います。 

それ以外にも、各自治会がどんなことをしているか？またその活動はここに住む私たちに

どんな恩恵があるか？の簡単なチラシなどあると、より自治会の必要性を感じやすくなり

入ろうと思えるかなと思います。 

それ以外にも、これは少し極端な例なので一例として読むだけで構わないのですが、例え

ば自治会の参加を半強制にしてしまって、自治会に参加する人と、参加はしない代わりに

会費を多めに払う人に分ける。 

多めに払ってもらった分を各行事に参加した人に還元する。 

お金で解決的な側面がありますが、どちらにしても「自治会の活動が面倒だから入りたく

ない」という層は一定数いるので、(そうだとしても自治会の活動は地域の整備だったり

と必要なことなので)、"活動しなくて良い"というのは一つのメリットかなと思います。 

ただ、どちらにしても『自治会の必要性、なぜ存続が必要なのか』に納得していないと、

そもそも入りたくないという人からは不満が出ると思うので『自治会の必要性の普及』は

していった方がいいかなと思います。 

 

役員負担の軽減・運営の効率化 

 エリアが広い為、各地域間で対立が多い。 

役員数の問題もあるが、将来的にはもう少し小分けした方がよい、 

 

 地域の課題の拾い出し＆共有その取り組み状況の開示そもそも役員の活動内容を知らない 

 

 なんでも議題にせず、考え過ぎず、楽に済ませられるよう誰でもこなせる事が大事と思い

ます。おおごとにするから大変になって負担になるのでは。 

 

 みんな役員や作業が負担だと思うので、やったことに対して、ポイント制にするのは如何

でしょうか？草刈りやったら 10 ポイントなど。 

村内のお店などで地域通貨として有効利用できるようにするなど。 

 

 参加する必要性があるか？は一人ひとりの状況によって異なるが、今のように入るのが当

たり前といった雰囲気は脅しにしかならない。 

界隈の有力者然とした人間を生み出す害でしかない。 

子供を中心に据え、子育て世代がまずは子供のために何をすべきか？から活動内容を見直

し、活動の中心となるべき。その次に高齢者や障害を持った方々への支援。 

そこには経験豊富な年配者が必要。活動内容によって、主体者を決めて臨むべき。 

主体者が現れない活動は不要とみなし、予算から見直す。 
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その繰り返しを主体者たちで検討し、PDCA サイクルを確立して行くべき。 

草刈は委託、学校付近道路の旗持ちはボランティア、清掃活動は、範囲を割り当て、決め

られた一定期間のうちに個々で行う。 

共働きで時間が自由にならない世帯がほとんどです。 

仕事より大事な自治会活動などありません。 

空いた時間、個々でもやれること、あとは次世代を担う子供達のため、それしかありませ

ん。自治会に入ったからコミュニケーションが取れるわけではない。 

あくまで、近しい考え方や生活の状況、家族構成などがコミュニティ形成の要素。 

家がとなりだから、とかはほぼ無関係。 

災害時に助け合えないのは自治会への参加不参加が要素ではなく、人間性の問題なので、

その点は自治会は無関係です。 

 

 加入費や年会費の負担がとても大きく感じます。 

維持や管理等でかかるのは分かりますが物価高等で給料も上がらない中、捻出するのは厳

しいです。 

初年度や 5年未満は参加しやすくするためと軽減で半額にする等はどうですか？ 

 

 区・自治会に参加する場合のメリットは、知人が増え、ゴミステーションが使え、自前の

福利厚生行事であり、これに伴う区民・加入者の負担（区費や勤労奉仕）はメリットより

デメリットの方が勝っており、これらの負担を減ずることは非常に難しいと思うが、これ

らを解消するためのアイデアとしてはやはりメリットをより強調する仕組みが必要であ

り、区民・加入者への利益や報酬制度が一番効果的かと思います。 

例えは施設の無料招待券（温泉、映画、鑑賞会）や商品券や図書券、お食事券の配布な

ど、村の予算としては厳しいものがあるかと思いますが、行政サービスの一部を区・自治

会に依存する以上は止むを得ない経費と思われる。 

 

 現在所属する常会は世帯数が多く、集金や広報誌の配布など、常会長の負担が大きいと感

じます。また、一部の世帯に役割が集中しやすい状況があります。常会を適切な規模に分

けるなど、会長が担当する世帯数を減らし、各世帯の負担を公平にしてほしいです。 

 

 準会員としての加入世帯の負担はあまりないと思う。なので、正会員、準会員の制度はい

いと思うので、もし採用されていない地区があれば採用されるといいと思う。 

また、準会員から正会員への昇格（本人が希望する場合）について、一定の基準（区会の

活動への参加や貢献度）を達していれば可能にするなどすることで、役員不足も解消され

るかもしれない。 

また、地区の行事（お祭りや運動会など）には、移住者も参加してよいのか、ウェルカム

なのかがよく分からず、参加できずにいる。 

ぜひ、今まで参加したことない方も参加してくださいなどの呼びかけをチラシなどでして

いただければ行きやすくなると思う。 

また、そもそも移住者は行政（村）と区会の役割の違いが分からず、なぜ区会に入った

り、お金を払わないといけないのかがわかっていないので、その辺りの説明が必要だと思
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う。 

 

 楽しく参加出来る雰囲気作り。 

役員達が嫌々やっていると、そういう雰囲気になってしまうと思う。 

自分たちの地区を良くしていこうという、地区全体の一致団結は必要だと思う。 

 

 加入されていない方の事情や理由は、おそらく加入のメリットを周知できていないことが

主ではないか。 

よほどの高齢者でない限りは役員の負担はさほどではないと思われるが、2 年任期は選択

制にし、また役割の軽減化と報酬の見直しは常に議論するのが良い。 

なお、役割の軽減化と報酬見直しは、役員経験者から反対意見が多いと認識しているが、

担い手が限られてくる中、聖域なく検討することが求められると思う。 

 

行事の見直し・参加の任意性 

 本当に必要な活動のみにしぼること。 

伝統や昔からやってるから、という理由だけで活動を続けない。 

 

 行事ごとが多すぎる。 

(本当に必要でもないことをやりすぎ)何でも飲み会はいらない。 

前からこうだという人が多すぎる。 

家庭毎の事情や仕事をしながらの活動はできない。 

 

 行事には参加しないような会員区分があれば、忙しい人も加入しやすい。 

 

情報の周知・透明性の向上 

 「見える化」は大事です。分からないものには飛び込めないので。 

会計や資料づくりなど、村が自治会のサポートをすると良いと思います。 

 

 区会が存在してきた経緯や意義があまり周知されていないと感じます。 

原村の区会は完全な自治をおこなっており（少なくとも私たちの区はそうであると思いま

す）そのための入会金や年会費であること、有事の際はそれがどのように活用されるのか

など、区会に親しみのない移住者に丁寧な説明があれば、理解する人は少なくないと感じ

ます。 

また、今の日本の都市部では、自治という概念そのものの理解が薄れているとも感じてい

ます。よって、自治を行うことの意義そのものが理解されにくい。 

丁寧な説明とは、そこから始めなければいけないのかもしれません。 
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その他 

 DX 推進：使い方が分からない人には教育を提供。 

 

 毎年区長が代わる度、提出物の名義変更が多すぎる、総務課による受付で完結してもらい

たいといい続けたがなにもかわらない 

 

 SNS の活用や有線放送を介して情報提供することで、常に意見を聞く機会を持ってほし

い。 

 

 土地購入時に不動産業者から加入条件の案内を受けましたが、入会金と年会費が高額だっ

たため、加入を見送りました。地区活動に協力したい意思はあり、加入のハードルが下が

れば検討したいです。 

 

 居住の方法に多様性があるので、それに応じた方策 

 

 二拠点生活をしているため役割を完全で一人で請け負うことが難しいので、場合によって

は同居する家族と交代で出席するということが可能になると良いと思いました。 

 

 やりたい人がやりたいようにやればいいと思う。自治会が組織化されていて総会とか会計

報告とか大袈裟すぎ。 

 

 色んな自治会の色んな良い点を共有する仕組みがほしいです。 

原村だけでなく色んな地域があると思うのでそういった情報をオープンにできると良いと

思う。 

 

 必要最低限の活動に留める 

 

 従前の形式に囚われず、まず目的を明確化した上で合理的なやり方を考える必要があると

思います。 

 

 オオハンゴンソウ駆除のような参加しやすいイベントを増やしてはどうでしょうか？私は

野鳥や山菜とりがすきなのでそうしたイベントも面白いと思います。 

 

 役場の会議を極力減らす 

 

 会議が多すぎるので、いらないものは減らしていくべき。 

 

 自由参加で、良いこの様な、質問が、有る必要は、不要で、過去に経験もありません。 

 

 活動が見えていないので、まだよく解りません 
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 原村自体が区や自治会に任せすぎずある程度介入していくこと。 

ジョレンなどおよそ普段使わない器具を自費で購入する助成金を出していただくこと。 

特定の日を出払いで終日使う意義を感じないので、その意義とか必要性を教えていただく

うえで自治会に加入するか否かを自由選択できること。 
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2. 区・自治会活動に関する日頃のご意見・ご感想 
設問：最後に、区・自治会の活動について、日頃感じていることやご意見がありましたら、自

由にご記入ください。 

活動への評価と課題 

 「意見」というより「課題」と感じていることを記します。 

1. 著しく低い加入率と「未加入が当然」という空気感 ある地区では、地域組織への加入

率が村内平均より低く、定住者や二拠点居住者の不参加が目立ちます。 

移住の際、民間の不動産業者等から「加入しなくてよい」と誤解を招く説明を受けるケー

スもあり、新住民の間で「未加入がデフォルト（標準）」という認識が定着しています。 

近隣同士で地域活動の話題が出ることもなく、コミュニティの希薄化が進んでいます。 

2. 防災・災害時における初動の限界（最大の懸念）住民の基本情報（定住・二拠点・別

荘の区別、家族構成等）が自治会内で共有されておらず、お互いの顔や名前すら把握でき

ていません。 

「個人情報保護」を理由に、ブロック内での地図やメンバー表の共有すら拒まれる現状が

あります。 

この状態では、いざ災害が発生した際の安否確認や弱者支援（初動対応）は不可能です。 

また、情報を一手に引き受ける一部の役員への負担と責任が大きすぎると懸念していま

す。 

3. 公民協働への理解不足と新住民へのフォロー体制の不在原村が大切にしている「住民

と行政が一体となった公民協働の村づくり」への理解が、移住者に浸透していません。 

未加入者ほど「行政が何でもやってくれる」と誤解している傾向があります。 

また、新しく入った会員に対し、自治会の組織構成や具体的な役割、地域ルールをガイダ

ンスする仕組み（資料配付等）がありません。 

既存の基本情報が不透明なため、新住民がさらに新たな住民を自治会へ誘うことも極めて

困難な状況です。 

 

 長く住んでいる方の意見が強いと感じる。新たな住民を気持ちよく受け入れる雰囲気は少

ない。住民を広く受け入れるとしたら、もっと柔軟な考えが必要ではないか。 

また、何より区費、入区費が高額。なぜ、ここまでの負担が必要なのか、よく分からな

い。年度の繰り越し金は多額であると思う。 

 

 地区に住んでいる以上、区役は協力しながらお互い様でやるべき義務だと思います。 

先代の方々が苦労して守って来られたからこそ今そこで暮らす事ができる訳で、いつか自

分も恩返しでやらざるを得ないなと覚悟してきました。 

負担になる事は誰しもしたくないですが、誰かがやればいいと他人事として捉えているの

は無責任だと思います。 

昔は暗黙の了解でやって来た事が多かったと思いますが今の若年世代には通用せず、事前

に説明しておかないと転入後説明されてないから協力できないと言われかねない。 

転入を検討されている時点で区や自治体の詳しい説明は必要不可欠だと思います。 

その上で協力できないのであれば築き上げられた地区ではなく、人里離れた森の中で暮ら
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せばいいのでは… 

 

 伝統が若者にささらないし、それが仕事を増やし苦しめてる。 

 

 区会に参加したい、または興味があると思っている移住者は少なくないと思います。 

それは原村のように魅力のあるところに住むからにはすでにそこに住んでいる人たちにい

ろいろ聞きたいと当然思うと思うからです。 

それが、これまで親しみの薄かった制度があるからといって、よもや入会が半強制になる

ようなことになれば反発は免れません。 

その歴史や意義について、しっかりと理解する機会があれば、区会や集落にしっかりと関

係を築いて定住したいと思う人はいると思います。 

 

 この地区は居住者と、別荘のみ利用の方があるので、自治会に加入してもらいにくい環境

がある。 

住んでいなくても自治会には入っておいてもらいたいと思う。 

どんど焼きの行事や夏のお楽しみ会など、地域で持つことは大事なので、日頃コミュニケ

ーションをとれる場を持つ事が、入ってもらえるきっかけになると思う。 

災害時のことを考えると、居住者名簿も場合によっては必要と思う。 

役員会でも考えてもらえればと思う。 

 

 区内において、しょうがないのかもしれませんが、個人情報保護に対する意識がもう少し

と感じました。子供会などでも許可なくリストが作られ、住所や親の名前、電話番号、婚

姻状態が分かります。今の時代名前をネット検索したら、親の職業、年収の推測まででき

てしまうこともあります。 

区の方は良い方ばかりだと思いますが、子供の安全、家族の安全を考えると危機管理の側

面からは、性善説に立ち過ぎるのも少し怖いところがあるなぁと個人的に感じています。

いつか問題になるかもしれないと思っています。 

 

 自治会に入らなくてもいいという役場の方の話と入らなければならないという自治会長の

話がまず噛み合っていなかった。 

もう少し何のために入る必要があるのかをしっかり説明してもらえるとポジティブに動け

る。現状、家が地区から離れているので、自治会に入っているプラスのことがほとんど感

じれない。ゴミ捨て場も近くはないので車で移動しています。 

原村役場まで行ってもそこまで変わらないので、自治会加入が良い判断だったか悩みま

す。 

 

 居住地が所属地区の中心部から離れており、周辺には移住者が多いため、現在の地区区分

に違和感がありました。地区活動のメリットを感じにくい一方で負担が大きく、退会しま

した。子どもの地域活動については別の受入先が見つかりましたが、居住実態に合った地

区区分や参加方法を検討してほしいです。また、会議や活動内容を見直し、参加したいと

思える運営にする必要があります。 
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 ・村の有線放送の内容を LINE で見ていますので、区の放送も確認できるようになります

とありがたいです。 

・回覧板で色々なお知らせを読んでおりますが「初めて読む人がいる」という視点が不足

しているように思います。 

たとえば資源物回収の立会い当番は日付のみで時間が書かれていません。 

また粗大ごみ回収の場所などが人に聞かないとわからないことが多いです。 

毎度近所の人に聞くのも気を遣いますし、知っている、教えてくれるかは人によりますの

で情報源として適切なのだろうかと疑問です(自分も人に聞かれたときに教えられる情報

があまりないです)。 

転入者のみならず単身赴任の人や世帯主が変わって初めて地区の活動に参加する人など

様々な状況の方がいますので丁寧で具体的な情報発信、古い文面の更新をしていただけま

すと不安要素が減り活動への参加もしやすくなるのではと思います。 

 

 「今までやってきたから」で活動が続けられている印象があるため、本当に必要な内容の

整理、活動内容の明確化をしたほうが良いと思う 

 

 ゴミステーションは設置区以外な人間が利用できるのか、できないなか？利用する場合 

区にお金を払う必要あるのか？明確化してもらいたい。人により解釈さまざまで困る。 

 

 総会でボイスの強い方々の意見が散見されるが、それらは必ずしもサイレントマジョリテ

ィを代弁するものではないケースが多い印象がある。 

その議事を聞いていると、自治会参加の意義に疑問を感じる。 

 

 高額な会費、行事への参加、出不足金などが大きな負担になっています。また、家庭事情

や健康上の理由がある場合にも十分な配慮が得られず、プライバシーに踏み込まれたと感

じることがありました。活動への参加が難しい人への免除基準や相談手続を明確にし、

個々の事情に柔軟に対応してほしいです。行事費用の使途を公開するとともに、行政も区

の運用について相談・調整できる体制を整えてほしいです。 

コミュニティ・人間関係 

 アパートに住んでいるため、情報がほとんど入りません。 

ゴミの収集など、込み入っている…などの近所からの話を聞き、どうしたらいいか分かり

ません。首都圏に今まで住んでいたため、入り込んで行くのに勇気がいる気がします。 

もっと敷居が低くなればと思います。 

 

 デジタル化を誘導して、負担を軽減することも大事ですが、地域のつながりを強めていけ

ば、より多くの人が関わるようになり助け合いが生まれてくると思います。 

移住者を取り込む工夫があると良いとも思います。 

 

 ゴミ出しでいつも大変お世話になっております。 

リサイクルゴミ出しでは、いつもとても親切に声掛けして下さり、瓶はここ、缶はあそ

こ、と教えて下さりわざわざネット容器の口を開いて入れるのを手伝って下さいます。 
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天気の悪い日も気持ち良く声掛けして下さり、毎回心から感謝の気持ちで一杯です。 

人との付き合い方、思いやる気持ちを毎回教えて頂いています。 

ありがとうございます。 

 

 入植者や早い時期からの移住者、又は役員経験者の意見、主義主張が非常に強く感じら

れ、従来からの制度や習慣、慣習が重んじられる傾向があり、運営自体が個人志向が強い

ように感じられる。 

村として「日本の素晴らしい村」として移住者を呼び込もうとしているのであれば、村と

してどの様な方向でこの村を発展させようとしているのか、明確な方針を年度毎に示し、

それに沿った区・自治会運営の指針や要領をマニュアル化し、各区長及び区民に示して欲

しいと思います。 

 

 皆で少しずつ負担を分担しつつ、個人の趣味をご近所でシェアするようなことを両方でき

たらいいのかなと思います。 

地区内にはさまざまな技能を持つ方がいると思うので、そうした技術を共有するような仕

組みがあるといいと思います。 

 

 いつも区長さんや活動してくださっている方々にはお世話になっております。 

区や自治会、PTA に関わっている人との交流は比較的あり有難いのですが、それらの活動

に参加していない近隣の方々との関係が薄く、万が一のことがあった時にどう関わってい

ったらいいのだろうと考えてしまうこともあります。 

(特に私の住んでいるエリアは移住者、別荘所有者などが多いのでより一層そう感じま

す。)区や自治会以外に、何か気軽に参加交流できるものがあったらいいなと思います。 

(何かあった時に助け合えることを目的とした顔合わせ会みたいなものがあると個人的に

は嬉しいです) 

 

 私のようなアパート暮らしの人は正会員として加入するために数十万払い、さらに毎年数

万円払うのは家計上厳しいです。 

そのため、今の無理に区の加入や行事の参加を勧めない姿勢は家計的には助かっていま

す。 

ただ、近所の方達とほぼ関わりがないため、それはそれで良くないとも思っており、ジレ

ンマを抱えています。 

 

情報共有・コミュニケーション 

 道路補修や草刈りなど出来るところは参加しているが、会員ではないので肩身が狭い。 

また、事前連絡がある場合ばかりではないので当日協力出来ないと心苦しい。 

 

 管理事務所のある別荘地においては、居住者に加えて管理事務所が役員の責務を果たすべ

きである。 

ゴミ、広報配分、ブロック活動（道路等の維持管理、防災、緊急連絡、個人情報を管理事
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務所が担っているため）。 

 

 回覧板で回ってきたアンケートにも回答したので、こちらでは割愛する。 

一貫して主張したいのは村が主体性を持って取り組むべきことがもっとあるということ。 

公益性を区に委任すること自体がよく分からない。 

 

 地区内の班に所属しており、役員や班長の方々にお世話になっています。道路や水路、電

気設備などに問題が生じた際に備え、小規模な地域単位の連絡網が整備されていると、防

災面で安心だと感じます。 

 

今後の展望・提案 

 高齢の役員が広報誌の配布などを担っている姿を見て、役員の身体的な負担と、将来自分

が同様の役割を担うことへの不安を感じました。 

 

 地区組織の設立には村の働きかけがあったと聞いています。転入時、役場から地区組織へ

の加入は任意であるとの説明を受けました。役員をしていた際、未加入者に加入を勧めて

も応じていただけないことが多かったため、村からも地区組織へ加入する意義を説明し、

積極的に支援してほしいです。 

 

その他 

 自治会に提出した用紙の中に、生年月日を書くことは抵抗がありました。 

生年月まで、とか、個人情報の項目を見直してもらえるといいと思いました。 

 

 入会金の使途が分からない領収書、総会報告も無く 区会計に含まれためか、二重徴収さ

れた 

 

 地域をより魅力的にするための意見 

以下のことから地域が活性化し、新たな交流が始まり、結果、税収が増加しプラスのスパ

イラルが回り始めると考えます。 

1. イベント企画の充実  2. 各戸の修繕サポートによる景観づくり 3. デジタルノマド・

ワーケーションの推進 

 

 ある程度のご年齢になってから転入する事が多い地域です。 

地区の当事者意識を持って柔軟に積極的に参加して頂ければ良いと思います。 

 

 普段からの活動に大変ありがたいと思っております。 

 

 原村のホームページをわざわざ見に行くことがないので自治会の活動や地域の情報がわか

らない。 
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 役員の方はよくやってくれているが、地域の管理を自治会に依存するのは古いムラ意識を

引きずっている。 

防災に関しては近隣に依存できないはずだ。 

 

 以下、区の活動についてあまり詳しくないので認識が誤っているかもしれませんが一意見

として。 

1、区には入っていませんが地域の清掃活動は自分たちが住んでいる地域なので参加した

いという意思はあります。 

案として、強制参加ではなく、ボランティア参加にする。 

加えて日程を二日か三日程度に分け、どこかの日程で 1日参加協力を依頼する。 

（参加していない人が村八分的な扱いを受けないような配慮）参加者は区民かどうかは関

係なく、全住民が参加可能。 

もしかしたら区ごとに行うのではなく、村で清掃の日を一律で定めて参加者は各々の区を

清掃するのも良いかもしれませんね。 

2.加入金の撤廃、少なくとも半分以下への減額。 

高額な加入金を仕方ないと払える人は少ないと思います。 

区に加入する人を増やすのであればどう考えても 0 が理想です。 

今までの区費による道路整備等の分があり、そこを利用させていただいているという考え

もあるかもしれませんが、そんな事を考えて土地を買い家を建てる人は少ないと思いま

す。 

世代によるのかもしれませんが。 

3.区の役員は負担が大きいイメージがありますが、デジタルツールの使用により削減でき

る部分が多くあるのでは？と感じます。 

村の予算で、コンサル等入れてみてはいかがでしょうか。 

 

 区長の選出や運営方針の変更について、住民との十分な合意形成が必要だと感じます。規

約改正や改革を進める際には、異なる意見を丁寧に聞き、住民が納得できる進め方をして

ほしいです。区長には、謙虚さと気配りを持ち、公平に地域をまとめる役割を期待しま

す。 

 

 最近では共働きがほとんどで、自治会に入りたくても忙しくて入れない人もいると思いま

すので、行事への不参加、役員免除といった区分があればいいと思う。 

あとは、入会金が高額、年会費が数万円というような地区だと若い人は加入が負担になる

と思うので、減免制度があればもっと若い人も加入しやくなると思う。 

 

 体調のこともあるので、集まりの席での飲酒・喫煙はやめてほしい。 

 

 長く原村を離れていて親が亡くなったことで代替わりという形で引き継ぎしたので、そも

そも村の活動にどういう役割があり、どういう人材がたりず募集しているのかさえ、理解

できていないと思います。 

もし、代替わりし、世帯主になったタイミングで、わかりやすくまとめてある資料などを
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いただけていたら、ありがたかったかなと思います。 

 

 自治会が村役場のテイのいい下請けになってると感じる。 

”〇〇役を何人選出すること”とか活動報告とか。 

 

 管理別荘地とそれ以外では課題が異なり、意見の集約が困難な状況にある。分けた方が良

いのではないかと思います。 

 

 区に入区する方が負担が増え、入らない方が負担が少ない。 

それは金銭的と労務的。 

それでは入らない方がいいだろうと考えるのが当然。 

区に入っている人が家を建てると補助金が出るようになったと聞くがその条件に当てはま

らない人や少し前に入区した人との不均衡は、よくないと思う。 

人口動態が大きく変化する昨今、区の運営自体を過去と同様に維持するという考え方を改

めた方がいいのかなと思う。 

ただ、通常は 役員がまわってきた時に自分の任期の時には大きな変化を提案できる人

は、ほとんどいない。 

前年踏襲でやり過ごすという考え方になる。 

それには、過去からいる人たちが大きく改革する気持ちで取り組まなければ、後から入っ

てきた少数派は改革の案を出すことはできない。 

難しいと思うが行政がヒアリングして改革案を提案していく方が現実的かもしれない。 

 

 新規加入者へ丁寧で配慮ある対応に関して感謝しております。 

 

 自治会の会員の顔合わせの機会を増やして、コミュニケーションを密にしたらどうでしょ

うか？ 

 義務や同調圧力がかなり強いと思います。 

自治会費も他と比べものにならないくらい高くとても払える金額ではありません。 

仕事や子育てで忙しくても出不足金等を払わなくては行けないのでやっていけなかったで

す。 

 

 地区から個別にお知らせをポストへ配布していただいており、とても助かっています。い

つもありがとうございます。 

 

 人と人のつながりを増やす機会を増やす。 

区、自治会の枠にとらわれず、合同でできることは、一緒にやる、参加するなどして負担

減。 

 

 区会の事務窓口の方などにはとてもよくしていただいている。 

ただ、やはり準会員がどこまで参加していいのかはいまひとつわからない。 

もう少し昔から原村で生活されている方々と交流できるといいと思う。 
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 地区の PTA 活動に携わった際、区長を含む地区役員の方々にお世話になりました。 

非常に熱心に取り組んでくださっており感謝です。 

自分も役に立てるように積極的に地区行事には参加するようにしています。 

 

 入会時に準会員ということで、入会しているためか、年間の費用の集金があるだけで、他

の情報は一切入ってこない。 

 

 興味が有りません。静かな環境で暮らすために移住してきました。残りの人生を自分の望

むように楽しみたいです。 

 

 


